




Fish Fauna in Coastal Area of Kashima Island on Border Zone 
between Hiroshima Bay and Aki-Nada Sea
Yuki KAWAI1, Yoichi SAKAI1 and Hiroaki HASHIMOTO1
要旨：瀬戸内海中西部水域において，近年冬期の海水温の上昇傾向が確認され，水中環境への影響が危惧されてい
る。そこで浅海魚類群集の現況把握を目的に，2011 年 9 月から 2012 年 8 月にかけて，広島湾最南部に位置する鹿
島の沿岸 2 定点において潜水センサス法による魚類相調査を実施した。総計 24 科 50 種の魚類を確認した。より南
方の水域を主要分布域とする魚種は，イシガキダイ，オヤビッチャ，ゴンズイの 3 種のみであった。いずれも高水
温期に出現し，冬の低水温期に消失していた。各月の出現魚種数と水温との間には有意な正の相関関係が認められ，
9 月に最多の 32 種を，2 月に最少の 7 種を記録した。他水域における魚類相データと本研究との魚種共通率から，
鹿島は温帯水域と高い類似性を有することが確認された。本調査水域においては，現状においても，冬期の水温条
件が南方系魚類を含め浅海性魚種の生存に大きな制約的影響を与えていると考えられた。
キーワード：魚類相，南方系魚類 , 広島湾 , 安芸灘 , 瀬戸内海
Abstract: Within the mid-western zone of the Seto Inland Sea including Hiroshima Bay and Aki-nada Sea, environmental 
changes such as the recent appearance of tropical/warm temperate fish have been observed.  This phenomenon is associated 
with the warming of the water temperature especially during winter. To obtain basic data on the present conditions of the 
fish fauna, we conducted a year-long underwater fish census on two shallow water sites around Kashima Island from 
September 2011 to August 2012.  A total of 50 species (24 families) were recorded in our monthly surveys, including 
three species (Plotosus japonicus, Abudefduf vaigiensis, Oplegnathus punctatus) normally occurring in tropical/warm 
temperate waters. These three species appeared during the warm water season and subsequently disappeared in winter. 
We found a positive correlation between the number of fish species and water temperature recorded each month (r = 0.85, 
p < 0.05).  The diversity of fish recorded in the present study was very similar to the diversities of fish in temperate waters. 
Because of the rapid decrease in species number during winter, we suggest that the low water temperature during winter 
strongly restricts the number of survivors in the fish community even in the temperate waters of the mid-western area of 
the Seto Inland Sea.
Keywords: Fish fauna, Tropical/warm-temperate water fish, Hiroshima Bay, Aki-nada Sea, Seto Inland Sea
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之元漁港（北緯 34˚ 06’東経 132˚ 53’）と倉橋町鹿島
北の瀬戸漁港（北緯 34˚ 06’東経 132˚ 54’）の 2 カ所
に設定した（図 1）。いずれの地点においても人工的
に建造された防波堤に並行して 30 ｍの調査ラインを
設置し，2011 年 9 月から 2012 年 8 月まで毎月調査を
実施した。調査は，シュノーケリングによって調査ラ
イン上の水面を往復遊泳しながら，ラインの両サイド


























ホシノハゼ Istigobius hoshinonis のほぼ周年の出現や，





上島では 28 科 56 種（坂井ほか，2010），広島湾倉橋
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水深は，最高で 3.1m，最低で 0.6m であった。
　調査地の水温（図 2）は 1 月から 4 月までは 15℃
以下となり，2 月に 10.1℃の最低を記録した。最高は
8 月の 26.4℃であった。9 月から 12 月までは各月平
均水温 25.8℃から 17.2℃へ下降（以下，水温下降期
と呼ぶ），1 月から 3 月までは低水温が続き（範囲


















ル科アカメバル Sebastes inermis と同科シロメバル
S.cheni の 2 種についても，目視による区別が容易で
ないため 2 種を 1 つのカテゴリー（アカメバルある
いはシロメバル）として記録した。また，同様にカジ
カ科アナハゼ Pseudoblennius percoides とキリンアナ
ハゼ P. sp.（中坊・甲斐，2013），さらに，ハゼ科キ
ララハゼ属のツマグロスジハゼ Acentrogobius sp., モ





に記されている全長が 10cm 以上の種は全長 5cm 以下
のものを，全長 10cm 以下の種は全長 3cm 以下のもの
を，全長 3cm 以下の種は全長 1cm 以下のものを幼魚









ここで，SA と SB は各調査で確認された種数，SC は共













表 1）。科別にみると，ハゼ科 10 種が最も多く，メバ
ル科が 5 種，ベラ科が 4 種で続いた。魚種数は 9 月
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月毎の魚種数と水温には正の相関関係がみとめられ（r 











る水温下降期（9 月から 12 月），低水温期（1 月から
3 月），水温上昇期（4 月から 8 月）の 3 期を通じて
出 現 が 確 認 さ れ た 魚 種 は， ボ ラ Mugil cephalus 
cephalus，クロメバル S. ventricosus，アカメバルある
いはシロメバル，オキタナゴ Neoditrema ransonnetii，
マタナゴ Ditrema temminckii pacificum，スズメダイ
Chromis notatus notatus，メジナ Girella punctata，コ
ブダイ，ホシササノハベラ，アナハゼあるいはキリン
アナハゼ，ヘビギンポ Enneapterygius etheostomus，
イ ソ ギ ン ポ Parablennius yatabei， キ ヌ バ リ
Pterogobius elapoides，チャガラ P. zonoleucus，ツマ
グロスジハゼ，モヨウハゼあるいはスジハゼ，カワハ
ギ Stephanolepis cirrhifer の計 16 種（アカメバルある
いはシロメバル，アナハゼあるいはキリンアナハゼの
2 カテゴリーは 1 種とする）であった（表 1）。これ
らに加えて，冬眠を行う習性を持つキュウセンとホン
ベラも低水温期以外には出現が確認されているため，




2011 年 2012 年
成魚と幼魚の区分
9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月
ニシン目　Clupeiformes
　カタクチイワシ科　Engraulidae
　　カタクチイワシ　Engraulis japonica ○ ○ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
ナマズ目　Siluriformes
　ゴンズイ科　Plotosidae
　　ゴンズイ　Plotosus japonicus ○ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
トゲウオ目　Gasterosteiformes
　クダヤガラ科　Aulorhynchidae
　　クダヤガラ　Aulichthys japonicus △ △ 全長 5cm 以下を幼魚
ボラ目　Mugiliformes
　ボラ科　Mugilidae
　　ボラ　Mugil cephalus cephalus ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
ダツ目　Beloniformes
　サヨリ科　Hemiramphidae
　　サヨリ 　Hyporhamphus sajori ○ 全長 5cm 以下を幼魚
スズキ目　Perciformes
　メバル科　Sebastidae
　　カサゴ　Sebastiscus marmoratus ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　　クロメバル　Sebastes ventricosus ○ ○ ○ ○△ ○△ ○ ○ ○ ○△ △ △ △ 全長 5cm 以下を幼魚
　　シロメバル　S. cheni  あるいは
　　アカメバル　S. inermis
○ ○ ○ ○△ ○ ○△ ○△ ○△ ○△ ○△ ○△ ○△ 全長 5cm 以下を幼魚
　　ヨロイメバル　S. hubbsi ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　　ムラソイ　S. pachycephalus pachycephalus ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　ハオコゼ科　Tetrarogidae
　　ハオコゼ　Hypodytes rubripinnis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全長 3cm 以下を幼魚
　アジ科　Carangidae
　　マアジ　Trachurus japonicus ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　タイ科　Sparidae
　　クロダイ　Acanthopagrus schlegelii ○ ○ ○ ○△ ○ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　ウミタナゴ科　Embiotocidae
　　オキタナゴ　Neoditrema ransonnetii ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　　マタナゴ　Ditrema temminckii pacificum ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　スズメダイ科　Pomacentridae
　　スズメダイ　Chromis notatus notatus ○△ ○△ ○△ ○△ ○ ○△ ○ ○△ ○△ ○△ ○△ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　　オヤビッチャ　Abudefduf vaigiensis △ △ △ △ 全長 5cm 以下を幼魚
　イシダイ科　Oplegnathidae
　　イシダイ　Oplegnathus fasciatus ○ △ △ 全長 5cm 以下を幼魚
　　イシガキダイ　O. punctatus ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　メジナ科　Girellidae
　　メジナ　Girella punctata ○△ ○△ ○△ ○△ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　ベラ科　Labridae
　　コブダイ　Semicossyphus reticulatus ○ ○ ○△ ○ ○ ○ ○△ ○△ ○ 体側に白色縦帯があるものを幼魚
　　ホシササノハベラ　Pseudolabrus sieboldi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○△ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
表 1　鹿島で確認された魚種リスト
　○は成魚，△は幼魚の確認を示す。
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の記録魚類 53 種のうち，本研究では 15 種（ホタテ
ウミヘビ Ophichthus altipennis，キビナゴ Spratelloides 
gracilis，コウライヨロイメバル S. longispinis，スズ
キ Lateolabrax japonicus，ブリ Seriola quinqueradiata，
マダイ Pagrus major，シロギス Sillago japonica，ウ
ミタナゴ D. temminckii temminckii，オハグロベラ
Pteragogus aurigarius，ダイナンギンポ Dictyosoma 
burgeri，セトヌメリ Repomucenus ornatipinnis，ニクハ














となり（本研究で記録したイソハゼ類 Eviota spp. は
イソハゼ Eviota abax とする），清水ほか（2010）と
魚種
2011 年 2012 年
成魚と幼魚の区分
9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月
　　キュウセン　Parajulis poecileptera ○ ○△ ○△ ○△ ○ ○ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　　ホンベラ　Halichoeres tenuispinnus ○△ ○△ ○△ ○△ ○△ ○△ ○△ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　アイナメ科　Hexagrammidae
　　アイナメ　Hexagrammos otakii ○ △ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　　クジメ　H. agrammus ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　カジカ科　Cottidae
　　アサヒアナハゼ　Pseudoblennius cottoides ○ ○ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　　アナハゼ　P. percoides　あるいは
　　キリンアナハゼ　P. sp.
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　ヘビギンポ科  Tripterygiidae
　　ヘビギンポ　Enneapterygius etheostomus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全長 3cm 以下を幼魚
　イソギンポ科　Blenniidae
　　イソギンポ　Parablennius yatabei ○ ○ ○ 全長 3cm 以下を幼魚
　　ナベカ　Omobranchus elegans ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全長 3cm 以下を幼魚
　　ニジギンポ　Petroscirtes breviceps △ ○△ 全長 5cm 以下を幼魚
　ハゼ科　Gobiidae
　　サビハゼ　Sagamia geneionema ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　　ニシキハゼ　Pterogobius virgo ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　　キヌバリ　P. elapoides ○ ○ ○△ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　　チャガラ　P. zonoleucus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全長 3cm 以下を幼魚
　　アカオビシマハゼ　Tridentiger trigonocephalus ○ ○ ○ ○ ○ 全長 3cm 以下を幼魚
　　ツマグロスジハゼ　Acentrogobius sp.,
　　モヨウハゼ　A. pflaumii  あるいは
　　スジハゼ　A. virgatulus
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全長 3cm 以下を幼魚
　　ホシノハゼ　Istigobius hoshinonis ○ ○ ○ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　　ドロメ　Chaenogobius gulosus ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　　イソハゼ類　Eviota spp. ○ ○ ○ 全長 1cm 以下を幼魚
　アイゴ科　Siganidae
　　アイゴ　Siganus fuscescens △ ○ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　カマス科  Sphyraenidae
　　アカカマス　Sphyraena pinguis ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
カレイ目　Pleuronectiformes
　カレイ科　Pleuronectidae
　　マコガレイ　Pleuronectes yokohamae ○ 全長 5cm 以下を幼魚
フグ目　Tetraodontiformes
　カワハギ科　Monacanthidae
　　アミメハギ　Rudarius ercodes ○ ○ ○ 全長 3cm 以下を幼魚
　　ウマヅラハギ　Thamnaconus modestus △ 全長 5cm 以下を幼魚
　　カワハギ　Stephanolepis cirrhifer ○△ ○ ○ ○△ ○ △ 全長 5cm 以下を幼魚
　フグ科　Tetraodontidae
　　ヒガンフグ　Takifugu pardalis ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　　コモンフグ　T. poecilonotus ○ ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
　　クサフグ　T. niphobles ○ ○ 全長 5cm 以下を幼魚
総種数　 32 30 31 30 14 7 11 16 22 27 23 26
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の Co は 0.59 と算出された（共通 38 魚種）。同様に，
同じ瀬戸内海に位置する安芸灘の魚類相データ（坂井
ほか，2010）と本研究との Co は 0.56（共通 40 種），
伊予灘の魚類相データ（清水，1993）との Co は 0.31
（35 種）と比較的高い値であった。一方，長崎県野母
崎（田和・竹垣，2009）（Co = 0.15；共通 21 種），愛
媛県宇和海沿岸（坂井ほか，1994）（Co = 0.12；共通









Abudefduf vaigiensis， イ シ ガ キ ダ イ Oplegnathus 












オヤビッチャは，本調査では 9 月から 12 月にかけて
確認された（表 1）。坂井ほか（2010）による大崎上
島での調査でも，ほぼ同時期に出現が記録されている。












サイズの群れが 10 月，11 月も確認されたが，12 月
には姿が全く見られなくなり，翌年の 8 月に再び発生
する消長をみせた（表 1）。清水ほか（2010）による
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